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第１５回 ＥＳ総会  あいさつ 

こんにちは。 

第１５回目の特定非営利活動法人えんぱわめんと堺ＥＳの総会を迎えることが 

でき、嬉しく思います。 

２０年前、子どもの暴力防止（CAP）活動を一市民としてはじめました。 

５年後には NPO 法人格を取得し、活動を続けてきました。 

ともに、歩んできた皆さまや活動に関してご理解とご協力、ご支援いただいた 

多くの方々には、心よりお礼申し上げます。 

私たちは、子どもの声を真摯に聴き、すべての子どもたちの安心・自信・自由を

と活動を続けています。その中で、答えの見つからない問いがまだまだ、みちあ

ふれていることに気づいています。その気づきをどう行動へ移すのかが問われて

いるのです。 

何年か前より、NPO 法人として社会に対しての信頼や役割など、運営にそって考

え続けています。そこで、私たちの強みを見つけることができました。それは、

子どもに向かって聴く姿勢であったり意識であることでした。利己的な考えを脱

ぎ、一人ひとりに向き合いながら丁寧に続けている力は、地味ではありますが、

大きな意味を持つのです。 

NPO 法人えんぱわめんと堺は、社会的な権力や権威をベースに作られている団体

ではなく、一人ひとりの力が合わさって構成されていることがわかります。 

これが、子どもの声を聴く団体としての強みだと確信しています。 

今後、えんぱわめんと堺は、この強みを、どう活かしていくか、子どもの安心・

自信・自由を願ってまだまだ活動は不可欠に続くと考えています。 

 この総会の開催を迎え、皆様への感謝をもってあいさつの言葉にかえさせていた 

 だきます。    

 

 

 

 

2017 年 5 月 14 日                  北野真由美 
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総会イベント 

 

 

 

 

 

 

総会イベントとして、映画「さとにきたらええやん」鑑賞会、 

その後、映画に出演していた子ども達をゲストに迎え、トークショーを開催しました。 

子どもたちに会えるのをとても楽しみにしていたわたしたち。撮影当時や、ワークショップに

行った時から数年が経ち、成長している姿に出会えて嬉しい 1 日でした。 

最後には３人の俳優さん？たちに、参加者一人ひとりが、一言メッセージやエールを１輪の花

に込めて贈り終わりとなりました。 
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オレンジりぼん 

          

                                                        

 

 

 今年度、ＮＰＯ法人ぴーすがＷＡＭ助成（独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業）

を受け、ＮＰＯ法人えんぱわめんと堺も協働団体として「子どもコミュニケーションワークシ

ョップ」を実施しています。 

ＮＰＯ法人ぴーすとは、もう 10 年来のお付き合いです。「子どもの人権を大切にする」「一人

ひとりの力を肯定的に見つけ、エンパワメントする」同じ目的を持った仲間として、協働して、

子どもたちと関わり、支援ができることがとても嬉しいです。 

今回の「子どもコミュニケーションワークショップ」は 4 回連続講座です。 

ワークショップ参加の子どもたちはリピーターさんもいます。また、自ら選んで、全講座の申

し込みをしている子どももいるようです。夏休みのワークショップでも、それぞれの成長と変

化を感じながら、また、一人ひとりの力をたくさん見つける事ができたワークショップでした。

子どもたちの力はすごい！！ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

☆夏休みに実施した「子どもコミュニケーションワークショップ」を紹介します 

テーマ：気持ちいい「話し合いルール」を学んで、夏休み“メガ進化”しよう！ 

     【適切な拒否の仕方と受け止め方】        （実施時間 90 分） 

●自己紹介カードを使って、みんなで自己紹介 

ポイント!(^^)! お話マイクを持った人だけが話します。聴く人は「聴くポイント」

を意識して聴きます。“からだ全体できく”“話してくれてありが

とう”一生懸命に自分の話を聴いてもらい、“話してくれてあり

がとう”と言われると、とても嬉しい気持ちになりますね。 

        こちらからの合図なしで、だんだんと、自分たちで言ってくれる

ようになりました。 

●気持ちについて 

ポイント!(^^)! 人にはいろいろな気持ちがあること、その感じ方は人によって違う

事を気持ちの絵カードを使って表現しました。 

        “自分の気持ちは自分のもの”自分が感じた気持ちを大切にしよ

う！ということを共有しました。 
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ｂｙ ありちゃん 

 

                                                                         

                                                                         

                                  

 

 

 

●上手な断り方 

ポイント!(^^)! コミュニケーションでは、断り方も大事ですね。人に何かを頼ま 

れたり、誘われたりした時に、断りたいこともあります。 

        お互いを大切にする断り方を「上手な断り方」の公式を使ってロ

ールプレイで練習しました。みんなとても上手に断ることができ

ました！！ 

そして、断られた人も受け入れることも大切です。 

断わられた時の合言葉も一緒に考えました。 

 

次回は 

12 月「自分のココロとカラダ」について 

3 月「アンガ―マネジメント」について 

＊ローズカーニバル＊ 

 

今年も、5 月２１日に浜寺公園で開催された 

ローズカーニバルに参加しました。 

フリーマーケットでの売上金および寄付金を利用して、できるだけ多くの子ど

もたちにワークショップを届け、「みんなひとり１人とても大切なんだよ」 

と伝えていきます。 

関心のある方は、ＥＳ事務所までご連絡ください。 

品物を提供して下さった方々、そして当日寄付および購入をして下さった方々 

ありがとうございました。 

この場をお借りして、お礼申し上げます。 
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「他の CAP グループと協力して CAP を実施してきました」 

堺ＣＡＰプロジェクトが 1997 年に発足して、今年で 20年を迎えました。日本にＣＡＰ 

グループは 100 グループ以上あり、堺ＣＡＰプロジェクトは主に堺市を中心にＣＡＰ 

活動をしています。各グループ、地域ベースに活動をおこなっていますが、学校から 

ＣＡＰ実施希望日が重なったり、学校の都合で複数のクラスを同時進行でと要望が 

あったりした場合、グループ内のスタッフだけでは、人数が足らなくて行けない場合 

があります。その時は、近隣のグループに声をかけて一緒に協力してＣＡＰを届けて 

います。今年も、他グループから依頼があり小学校に行きました。初めて会う人や数 

年ぶりに会う人でしたがスクリプトをもとに、同じ研修を受けて、理念などを共有し 

ているので、簡単な確認や練習をして授業に入ることができました。他のＣＡＰグ 

ループの人と一緒に授業に入って私は新たな自分の個性について気づくことが出来ま 

した。同じ内容でも、子どもの意見に答えながら進めていくので、スタッフの個性が 

見えます。個性は色々ですが、子どもから聞いた話を共有する時に、子ども視点で話 

をしたり、今後どのように先生に繋いでいくか考えたり、深刻な話をした時にＣＡＰ 

の理念に基づき話ができたのが、嬉かったです。 

                                                                  しもいせき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （子どもたちが描いてくれました。） 

 

     ＣＡＰ 
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中区区役所内で子育てひろばを始めて１年半が過ぎました。コンセプトは「ひとりじゃないよ」

と、一人でも多くの利用者さんに呼び掛けています。毎月 2，3 回開催している○○ディは、

他者への気遣いで公共な場に出にくい親子に“泣いてもいいディ”とか“スッキリするディ”

など設けています。このひろばでは、同じ迷いや困っている親子が入りやすい場にして、気兼

ねなく出入りができるような相互理解を創ります。 

毎月最終火曜日に実施している子育て講座では、利用者さんの提案も反映しながら、バラエテ

ィーにとんだ内容で講師に来ていただき、利用者さんの中には講座を目的に参加する人も多く

なりました。一人でも多くの皆さんに利用していただき、このひろばで気持ちの重荷をおろし

て、子どもも親も安心して自信をもって自由に生きるけんりを広げたく、CAP 学習会と題して

毎月第 3 金曜日には CAP スペシャリストが人権尊重ひろばをめざしています。（なえちゃん） 

 

 

2017年度 

 エンパワメント・ファシリテーター研究会 

  ＊子どもとのかかわりで、必要な３つのちからとは？ 

というテーマで、６回の研究会を開催中です。 

 

子どもとかかわる時、私はどうなんだろう？ 

ともう一度見つめ直したかったから参加した。 

１回目のルールづくりで、非暴力のコミュニケーションという言葉が浮かんだ。この 

研究会の参加を通じて私は非暴力のコミュニケーションをまなびたいと感じたのだ。 

具体的肉体的な暴力だけでなく、私たちは暴力的なコミュニケーションの誘惑にさら 

されている。子どもと出会う時、その力関係から私たちは暴力的な手段を選びやすい。 

それが子どものためなんだと言い訳をする。 

暴力による指導はたやすい。すくなくとも体罰を振るってしまった側はどんな事情が 

あるにせよ、結果がどうであれ、ひらきなおることをしないでほしい。もし暴力を選 

んだなら、自分に痛みを感じる人でありたい。自分のなかにある暴力性や社会との関 

わり方をみつめなおすいい機会になりました。 

李ぽんみ 

 

うきうきルーム（中区子育て広場）より 
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２０年続くって本当にすごいこと!!  

色々な人のご支援、応援のおかげ（感謝） 

自分もその団体の１人なんだなぁ。 TAE 

        

ＥＳ２０周年 

むかえた還暦で 

再出発 

Ｓａｍｅ 

 

  

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

ただただメンバーに

感謝。これからも、 

一歩を大切に 

自分に拍手。 

ながおか 

 

 

 

 

―感謝― 

初心忘れずこれからも 

信頼されるＮＰＯを 

めざします。 

     ｅｎ
え ん

 

２０２０年あっという間!のような・・・ 

でもよく続いたなぁとしみじみ感じたり・・・ 

メンバーの想いがいっぱいつまったＥＳが 

これからも歩み続けられますように! 

 ほりちゃん 

 

これからも、私のまわりに

いる子どもたちの声を聴

きながら、子どもの人権を

伝える活動をつづけてい

きたいです。  あーみん 

変化と深化を

続ける 

メンバーが 

すばらしい!! 

いずみなおみ 

 

あっという間の２０年!! 

これからも子どもたちが最大限の力を 

発揮できるように・・・ 

エンパワメントのかかわりを大切に・・・             

            ありちゃん 



 9 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

えっ？２０周年!! 

１５年ぶりに戻ってきて浦島太郎ですが、

これからもよろしくおねがいします。畑中       

２０周年 

おとなになにりました 

成熟したＮＰＯをめざ

していきたい。 

ぷうちゃん 

「未来ある子ども

たちへ自分を大切

に・・・」 

を伝えていきたい。

北村 

 

「子どもたちが

笑顔に!!のつもり

が逆にパワーを

もらっています」 

Kashimo 

 

わぁ～もう２０年 

これからも子どもの

声に耳を傾けられる

おとなでいたいなぁ 

ぽんちゃん 

なんだか生きにくいと感じている人たちが過ごす毎日の

少しでも嬉しい楽しいと思えるように一緒に進んでいき

たいです。えんぱわめんと堺に出会えることでそう思える 

人の数を増やしたいです。      藤井 

 

出会ってくれた子ども

たちに感謝 

そして一緒に頑張れる

メンバーに感謝です。 

    しおちゃん 

ＥＳも娘も今年２０歳を迎えました! 

歳月の重みを感じています。これまでの２０年間、 

地道な活動を積み重ねてこられた ES そして全ての 

出会いに感謝です。新しい次の１０年２０年に向けて 

カンパ～イ♪                  さこちゃん 

１０周年からあっという間

でした。子どもたちが幸せと 

感じる社会をめざしこれか

らも、子どもたちに CAP を 

届けたい!!  なえちゃん 

  

Let’s go for the 

aim which  

we want to be ! 

あいのっち 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1507558547/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzMuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1MVS1nenRHUjktWS9VV0xabWV0UzNhSS9BQUFBQUFBQVBtRS9tYy1QWHd2aHJ3MC9zMTYwMC9zeWFib25kYW1hMi5qcGc-/RS=^ADBPgHqe2A5Kh1JAj18I8Tmh4xauaM-;_ylt=A2RiouYSM9pZ8RgAZxKU3uV7
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堺市男女共同参画事業 報告 

 

 

 

講師：セクシュアルマイノリティのこどもたちの居場所づくり 

   にじいろｉ－Ｒｕ（アイル） 田中一歩さん・近藤孝子さん 

 

 

*あたりまえであることがあたりまえでない、意識をしていきたい。 

*「問題の解決はできないかもしれないが、一緒に悩んで考えられる大人でいたい」とおっ

しゃっていたのが心に残っている。私もそんな大人のひとりでありたい。 

*当たり前をつくっている大人に向けて、「自分事で考える」ために出来る事をやっていき

たい。大人も苦しんでいると感じています。 

*社会は性に対してあいまいであることをいやがるという言葉残ります。そのことにより傷

ついている人がたくさんいる、気づいていかなければと、思いました。 

*「ひとりじゃないよ」「おかしくないよ」というメッセージはすべての子どもに送れるこ

とですね。 

*「自分のことは自分で決めていい」子ども達に伝えていきたい。知らず知らずに子どもに

植えつけている意識について、おとなとして考えていかないと･･･。 

 

☆講座の後、田中一歩さんと近藤孝子さんにメッセージをお願いしました！   

 

①活動メンバーにメッセージをお願いします 

. 

「子どもに関わる大人のひとりとして、子どもの人権を大切にする 

えんぱわめんと堺の活動を応援しています。」 

 

②ＮＰＯ法人えんぱわめんと堺/ＥＳは今年度 20周年を迎えます。 

田中一歩さんと近藤孝子さんは、20 年後の未来をどのように想い描きますか？ 

 

「誰もが「ありのままのじぶん」でいれる社会に」 

田中一歩さん、近藤孝子さんメッセージありがとうございました。広報部  

 

じぶんまる ! ～性って誰かに決められるもの？～ 

参加者の声 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1509024749/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdC9pbGx1c3QxMDExLnBuZw--/RS=^ADB1B9T9cER1s0SHWZrc2D2d2KLA54-;_ylt=A2RCL5JtkvBZ6EQAXgqU3uV7
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CAP活動報告               201７年 4 月～201７年 8 月まで 

 
子どもワークショップ おとなワークショップ 

  小学校 幼稚園・保育所 中学校 回数      

(教職員） 

人数    

(教職員） 
校数 クラス数 人数 校数 クラス数 人数 校数 クラス数 人数 

4 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

5 月 ２ ７ 206 0 0 0 0 0 0 3（3） 22（22） 

6 月 13 26 761 2 4 98 0 0 0 16（15） 105（45) 

７月 11 29 913 0 0 0 1 2 49 14（12) 76（45） 

8 月 １ １ 25 0 0 0 0 0 0 3（2） 52（42） 

合計 27 63 1905 2 4 98 1 2 49 36（32） 255(154) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前の子どもか

らおとなまで一緒

に読めるステキな

絵本です♪ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1507558542/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzEuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy10OW0tYTZxdHBMcy9VVUZ4bUpDV3poSS9BQUFBQUFBQU94WS9YTEhkdFpTcXZ0dy9zMTYwMC9hbmltYWxfZGFuY2UucG5n/RS=^ADBOoAr0HVRFhpEP2AHutUpehpQEw4-;_ylt=A2RimVMOM9pZSykAjxyU3uV7
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正 会 員  ２６名 

賛助会員   １０８名（1２０口） 

寄付    ６名 ２６．５００円                

      （２０１７年４月～８月）  

２０１７年 8 月（現在） 

 

 

                                    

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

       

会員募集～入会手続き～ 

 正会員  5,000 円  

（初年度のみ入会金 3,000 円） 

賛助会員 1,000 円（入会金なし） 

◎ 更新日は年２回（1 月 31 日・８月３１日）

です。 

◎ 会員有効期間は１年です。 

郵便振替～通信欄に必要事項をご記入ください。 

加入者名 特定非営利活動法人えんぱわめんと堺 

口座番号 ００９２０―９－１８２１１６ 

 

                   

     

編集後記 

今回初めてＥＳの樹の作成に携わらせて頂きました。 

イラストを描くことって楽しいんだな～と新たに趣味の発見もあり、今回の編集を機に

9 月からボールペンイラストの学びを始めました。ページの合間に時々登場するイラス

トもお楽しみください♪ あいのっち    ＜最後まで読んでくれてありがとう＞ 

ＥＳの活動はみなさまからの寄

付、ご支援にささえられており

ます。今後ともよろしくお願い

いたします。    

 

 

7 月 16（日・祝）イベント開

催予定。詳細は後日お知らせし

ます。お楽しみに！ 

ＥＳインフォメーション 

日時：201８年 ３月 4 日（日） 午後 

場所：堺市産業振興センター 会議室 １ 

伊丹さんの講座を開催します。 

詳細が決まり次第、ホームページ等でお知らせします。 

 

また、ホームページ・フェイスブックに ES の活動を更新していますので、

こちらにも是非アクセスしてみてください。 

 

 

 

 

 

〒５９９－８２４４堺市中区上之８０１番５号 

特定非営利活動法人えんぱわめんと堺/ES 

TEL：072-２３０-５５８８ FAX：072-230-5589 

E-mall：empowerment@lily.ocn.ne.jpmail：  
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